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歯
黒
（
羽
黒
）
に
使
っ

た
楊
枝
は
「
楊
枝
杉
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

次
の
日
、
外
浜
で
道
に

迷
い
炭
焼
き
の
家
に
一

泊
し
謝
礼
に
金
の
塊
を

あ
げ
る
と
、
そ
の
若

者
・
藤
太
は
「
こ
こ
に

は
、
こ
ん
な
も
の
た
く

さ
ん
あ
る
よ
」
と
い
っ

て
、
二
人
は
夫
婦
に
な

る
と
い
う
物
語
で
す
。

　

こ
の
物
語
（
伝
承
）
の
本
質
は
、
平
安
時

代
後
半
に
、
京
都
の
勢
力
（
国
家
）
が
鉱
産

資
源
の
開
発
の
た
め
地
方
に
進
出
し
、
津
軽

も
内
国
化
す
る
動
き
と
み
て
と
れ
ま
す
。

　

土
地
に
残
る
伝
説
を
調
べ
る
と
、
そ
こ
に

は
歴
史
的
事
象
の
存
在
を
裏
付
け
る
「
言
い

伝
え
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
跡
の
宝
庫

　

浪
岡
地
域
に
は
、
早
期
の
細
野
遺
跡
を
は

じ
め
と
す
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
多
数
存
在

し
ま
す
。

平
安
時
代
の
大
開
拓　

特
に
、
平
安
時
代
に

な
る
と
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
遺
跡
が
増
え

だ
し
、
現
在
の
東
北
縦
貫
自
動
車
道
や
国
道

７
号
バ
イ
パ
ス
が
走
る
丘
陵
上
は
、
ほ
と
ん

ど
が
平
安
時
代
の
集
落
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
気
候
の
温
暖
化
に
伴
っ
て
稲
作

青
森

 
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

で
す
が
、
毎
年
旧
暦
７
月
９
日
か
ら
10
日
の

未
明
に
か
け
て
「
御お

灯み
ょ
う
ど明

」
と
呼
ば
れ
る
霊

光
が
見
え
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
今

も
「
火
の
玉
探
検
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

梵
珠
山
は
、
平
安
時
代
末
期
の
仏
教
波
及

に
と
も
な
う
修
験
の
聖
地
と
さ
れ
中
世
の
時

代
の
行
政
単
位
で
あ
る
「
外そ
と
の
は
ま浜

」（
青
森
平

野
か
ら
陸
奥
湾
西
岸
側
）
、「
西に
し
の
は
ま浜

」（
日
本

海
側
）、「
田い
な
か舎
郡
（
津
軽
山や

ま
の
べ辺
郡
）」（
津
軽

平
野
南
部
）
な
ど
の
境
界
・
分
水
嶺
と
な
っ

た
場
所
で
す
。

美
人
川
伝
説　

ま
た
、
羽は
ぐ
ろ
た
い

黒
平
地
域
に
は
清

水
で
顔
を
洗
う
と
美
人
に
な
る
と
い
う
伝

説
が
残
り
ま
す
（
写
真
①
）。
こ
れ
は
、『
津

軽
俗ぞ
く
せ
つ
せ
ん

説
選　

後ご

ご後
拾し

ゅ
う
い遺
』（
江
戸
時
代
の
記

録
）
に
記
述
さ
れ
た
内
容
を
も
と
に
し
た
も

の
で
す
。

　

京
都
の
公
家
の
姫
が
「
伴
侶
と
な
る
男
性

は
外
浜
に
い
ま
す
よ
」
と
の
観
音
様
の
お
告

げ
に
よ
っ
て
は
る
ば
る
津
軽
ま
で
来
て
、
明

日
は
外
浜
と
い
う
時
、
清
水
で
顔
を
洗
っ
た

ら
麗
人
と
な
り
、
そ
の
小
川
を
美
人
川
、
お

農
耕
が
進
展
し
た
こ
と
と
、
東
北
南
部
か
ら

移
住
し
た
集
団
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
想

定
し
て
い
ま
す
。
鎮
守
・
浪
岡
八
幡
宮
は
坂
さ
か
の

上う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

に
よ
っ
て
延
暦
年
間
（
７
８
２

～
８
０
６
）
の
創
建
と
伝
え
る
神
社
で
す
が
、

ま
さ
に
こ
の
年
代
以
降
に
集
落
は
増
加
し
、

青
森
平
野
の
丘
陵
で
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

遺
跡
は
竪
穴
や
掘
立
柱
の
建
物
と
井
戸
・

畠
・
墓
か
ら
な
る
集
落
と
し
て
成
立
し
、
製

鉄
、
鍛
冶
、
木
工
、
窯
業
（
須す

え

き
恵
器
と
い
う

焼
き
物
で
五
所
川
原
地
域
が
中
心
）
に
関
連

し
た
遺
物
、
そ
し
て
墨
書
さ
れ
た
土
器
な
ど

も
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
浪
岡

地
域
で
は
須
恵
器
の
大お
お
が
め甕
を
出
土
す
る
遺
跡

も
多
く
（
写
真
②
）、
生
産
力
の
増
大
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

道
の
駅
・
ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
の
北
に
位
置
し
、

国
道
７
号
バ
イ
パ
ス
を
迂
回
し
て
保
存
し
た

高た
か
や
し
き
だ
て

屋
敷
館
遺
跡
（
写
真
③
）
は
、
平
安
時
代

第
３
回

【
問
合
せ
】

市
史
編
さ
ん
室（
☎
017
―
732
―
５
２
７
１
）

　

今
回
は
、『
浪
岡
町
史
』（
平
成
16
年
度
完

結
）
に
記
述
さ
れ
た
歴
史
を
み
ま
し
ょ
う
。

　

伝
説
の
残
る
土
地
柄

梵
珠
山
の
火
の
玉　

浪
岡
は
北
に
梵ぼ

ん
じ
ゅ
さ
ん

珠
山
を

の
ぞ
み
、
そ
の
麓
の
集
落
は
大だ
い
し
ゃ
か

釈
迦
で
す
。

こ
の
地
名
だ
け
で
も
霊
場
の
よ
う
な
土
地
柄写真①　隠れた名所・美人川公園

写真②　浪岡地域から出土した須恵器大甕

歴
史
の
ま
ち
浪
岡
―
―
伝
説
・
遺
跡
・
中
世
の
里
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後
期
の
環
壕
集
落
で
、
平
成
12
年
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
保
護
の
た
め

壕
を
埋
め
戻
し
て
い
ま
す
が
、
壕
か
ら
は
橋

跡
、
遺
跡
内
か
ら
は
鍛
冶
工
房
も
発
見
さ
れ
、

環
壕
を
有
す
る
集
落
の
典
型
的
な
遺
跡
で
す
。

平
泉
文
化
の
波
及　

12
世
紀
こ
ろ
、
世
界
遺

産
と
な
っ
た
平
泉
に
奥
州
藤
原
氏
の
文
化
が

栄
え
ま
す
。
そ
の
影
響
は
津
軽
ま
で
も
及
び
、

浪
岡
城
跡
（
戦
国
時
代
以
前
の
館
）
や
新
青

森
駅
周
辺
の
石
江
遺
跡
群
が
影
響
を
受
け
た

遺
跡
で
す
。
出
土
品
の
中
に
、
中
国
製
の
白

磁
、
か
わ
ら
け
（
素
焼
き
の
土
器
）、
常
滑
・

渥
美
の
焼
き
物
が
存
在
す
る
こ
と
は
「
平
泉

３
点
セ
ッ
ト
」
と
称
さ
れ
、
政
治
・
文
化
交

流
の
証
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

森
・
弘
前
・
黒
石
・
五
所
川
原
と
い
う
都
市

は
な
く
、
地
図
上
か
ら
四
市
を
消
す
と
中
世

の
地
図
に
な
り
ま
す
。「
浪
岡
」
は
中
世
の

時
代
に
中
核
的
土
地
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

『
中
世
の
里
』
の
原
点
で
す
。

（
元
浪
岡
町
史
編
集
委
員
・
工
藤
清
泰
）

中
世
の
里
宣
言　

平
成
２
年
、
浪
岡
城
の
総

合
的
な
調
査
研
究
と
史
跡
整
備
の
方
向
性
を

考
え
る
た
め
「
今
、
歴
史
学
は
地
域
に
何
が

で
き
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
『
中
世

の
里
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、「
ふ
る
さ
と
創
生
」
事
業
の

掛
け
声
の
下
、
地
域
の
特
色
を
掘
り
起
こ
す

作
業
を
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
り
、
当
時
の
浪

岡
は
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
『
中
世
の
里
』

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
町
民
自
ら
「
中
世
の

里
基
本
計
画
」
を
作
成
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
た
の

が
バ
サ
ラ
く
ん
で
す
。

　

バ
サ
ラ
く
ん
は
二
十
二
歳

と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
基
調

講
演
を
し
た
東
京
大
学
文
学

部
教
授
の
故
石
井
進
氏
は
、

あ
る
参
加
者
か
ら
「
北
畠
氏

の
築
い
た
浪
岡
城
を
復
元
し

た
ら
い
か
が
で
す
か
？
」
と

の
問
い
か
け
に
、「
浪
岡
城

の
復
元
図
は
、
現
段
階
の
仮

説
で
あ
り
、
研
究
の
進
展
を

図
り
、
歴
史
の
正
し
い
復
元

を
目
指
す
べ
き
で
す
」
と
答

え
、
安
易
な
建
物
復
元
を
戒

め
ま
し
た
。

　

浪
岡
城
が
築
城
さ
れ
た
15

世
紀
中
ご
ろ
か
ら
落
城
（
天

正
６
年
／
１
５
７
８
）
ま
で

の
間
、
津
軽
地
域
に
は
青

青森タイムトラベル　『歴史のまち浪岡――伝説・遺跡・中世の里』

写真③　平安時代の環壕集落・高屋敷館遺跡

中
世
の
時
代
を
代
表
す
る
地
域

浪
岡
北
畠
氏　

そ
の
後
、
南
北
朝
の
動
乱
を

経
て
、
北
畠
顕
家
の
末
孫
が
南
部
氏
と
安
藤

氏
の
間
に
入
る
形
で
、
浪
岡
に
入
っ
て
き
ま

す
。
北
畠
氏
は
村
上
天
皇
を
遠
祖
と
す
る
名

門
で
あ
り
、
津
軽
地
域
に
あ
っ
て
は
唯
一

「
浪
岡
御ご
し
ょ所
」
と
尊
称
で
呼
ば
れ
る
豪
族
で

す
。

　

領
域
は
、
津
軽
平
野
北
半
と
外
浜
で
あ
り
、

北
畠
氏
が
編
さ
ん
し
た
と
さ
れ
る
『
津つ
が
る軽

郡ぐ
ん
ち
ゅ
う中

名な
あ
ざ字

』
に
は
「
行ナ

ミ

岳オ
カ　
本
字
、
浪
岡　
当

字
」
と
記
載
さ
れ
、
行
岳
を
「
な
み
お
か
」

と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
油
川
・
熊
野
宮

の
棟
札
に
北
畠
氏
の
名
が
あ
り
、
今
別
八
幡

宮
の
再
建
記
録
、
さ
ら
に
は
潮
潟
（
後
潟
）

の
船
着
場
を
夷
え
ぞ
が

島し
ま

を
領
し
て
い
た
蠣か

き
ざ
き崎

氏
に

使
わ
せ
た
と
す
る
記
録
も
み
ら
れ
、
外
浜
支

配
の
状
況
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　

特
に
重
要
な
こ
と
は
、
城
主
で
あ
っ
た
北

畠
具と
も

永な
が

・
具と

も
む
ね統
・
具と

も
ゆ
き運
の
三
代
が
京
都
と
交

流
を
持
ち
、「
従じ
ゅ

四し

い

げ
位
下
侍じ

じ
ゅ
う従
」
な
ど
の
官

位
を
得
て
い
る
こ
と
が
公
家
・
山や
ま
し
な科
言と

き
つ
ぐ継
の

日
記
な
ど
に
出
て
く
る
こ
と
で
す
。

　

北
畠
氏
が
拠
っ
た
浪
岡
城
跡
は
、
昭
和
15

年
県
内
初
の
国
史
跡
と
な
り
、
以
後
史
跡
公

園
と
す
る
た
め
昭
和
44
年
か
ら
公
有
化
、
昭

和
52
年
か
ら
発
掘
調
査
、
昭
和
62
年
か
ら
環

境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
指
定
か
ら
70

年
以
上
に
及
ぶ
保
存
措
置
の
継
承
は
、
ま
さ

に
「
城
跡
」
が
浪
岡
地
域
の
精
神
的
な
柱
石

で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
で
す
。

写真④　浪岡城は、浪岡御所と呼ばれていた


